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mooth pursuit eye movement（SP）を記録した。各眼のSPのgain（眼球運動速度/視標速度）
とSPの振幅を算出し、それらの左右眼の差から⽔平⽅向のSPにおける両眼共同性と斜視⼿術前
と術後（1週、1、3、6ヶ⽉）の変化を検討した。また、gainと振幅の左右眼の差と、斜視⾓と
の相関も検討した。 
 
〔結果と考察〕 
1. MGの注視安定性の評価. 
①BCEAは、4群中、正常者が最⼩、複視のあるMGが最⼤であり、複視のないMGは複視のあ
るMGより⼩さかったが、正常者よりは有意に⼤きかった。SO患者と⽐較して複視のあるMG
で、BCEAは有意に⼤きかった。②Y⽅向のSDは、複視のあるMGが4群の中で有意に⼤きく、
複視のないMGも正常より有意に⼤きかった。③注視時間を20秒ごとに区切った場合、を複視
のあるMGでは、Y⽅向のSDは最初の20秒で有意に⼤きかった。以上より、BCEAの⼤きさが疲
労現象による注視の不安定を表すこと、上⽅注視時には垂直⽅向の不安定性が前⾯に出ること
、アイトラッカーによりMGの経時的な疲労現象を定量的に評価できることが明らかになった
。 
 
2. XPTの⽔平SEMの評価. 
①XPTにおけるSEMのPVは、術前は各眼、内転、外転とも正常者より有意に⼤きく、術後は正
常者とほぼ同等まで減少した。とくに、術眼の外転SEMのPVにその傾向が強く、術後有意に減
少した。②外直筋後転量と⾮優位眼の外転PVの術前後の変化量との間、および、内直筋短縮量
と⾮優位眼の内転PVの術前後の変化量との間に有意な相関はなかった。 
 
3. XPTの⽔平SPの評価. 
①Gain、振幅ともにむき⽅向で左右眼の差は術後1週間で有意に改善した。その改善は術後６
ヶ⽉経過しても維持されていた。しかし、術後の斜視⾓は徐々術前に戻り、術後6ヶ⽉には術前
の30%程度の⾓度となった。このことから、共同性斜視であるXPTも両眼共同性の低下が存在
しており、眼位矯正⼿術後には共同性が改善することが明らかとなった。②斜視⾓の⼤きさと
、振幅とgainにおける左右眼の差には有意な相関があったが、⼿術による斜視⾓の矯正量と、
振幅とgainの術前後の変化量との間に有意な相関はなかった。 
 
 〔総括〕 
本研究では、アイトラッカーを⽤いると、①MGでは注視による疲労現象を詳細に評価でき、
他疾患との鑑別に利⽤できること、②XPTは、両眼の共同性が低下していることなどもわかり
、アイトラッカーの臨床利⽤の可能性を実証できた。現⾏の斜視診療では静的指標による評価
しか⾏わないが、アイトラッカーを⽤いて視線解析を⾏えば、各種眼球運動の動的指標による
評価を加えることができる。つまり、本来は動的な異常である斜視の病態の“動き”を捉えるこ
とができ、斜視発症のメカニズムにより近い検査データの集積につながることになる。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 


